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からの課題－」, 東京都 , 2009-10-24 ～ 25.
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るか . 日本生産性本部 経営革新委員会 , 特別講演 , 東京都 , 2009-11-7.
	 42)	 高橋　都 , 会田薫子 : 質的研究「超」入門—医師が行うリサーチインタビューの実際 . 日本家庭医

療学会主催第17回家庭医の生涯教育のためのワークショップ , 大阪市 , 2009-11-8.
	 43)	 西山緑，君島三千男，武藤孝司 : 精神障害者における喫煙と生活習慣病関連因子の検討 . 第74回

日本民族衛生学会 , 京都 , 2009-11-13.
	 44)	 高橋　都 : 小児科・成人診療科の効果的連携の条件―両者のインタビュー調査から . 第25回日本
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	 45)	 高橋　都: 総論2・「がんと性」について医療者ができること. 第8回日本がんと性研究会全国研修会, 

講義 , 東京都 , 2009-11-29.
	 46)	 高橋　都 : 各論1・乳がんと性 . 第8回日本がんと性研究会全国研修会 , 講義 , 東京都 , 2009-11-29.
	 47)	 高橋　都 : 「専門家」ではない医療者が喪失に向き合うとき . 第15回日本臨床死生学会　シンポジ

ウム「ケア現場における喪失と臨床倫理」, 東京都 , 2009-12-2.
	 48)	 白木孝之，澤田登起彦，桜岡祐樹，岡田としえ，窪田敬一，三浦善憲，武藤孝司 : Glycated 
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公衆衛生学会総会 , 優秀演題賞 , 2009-10-21.
	 2)	 西連地利己 : Underweight as a predictor of diabetes in older adults: a large cohort study. 獨協

医科大学 , 関湊賞（研究業績表彰）, 2009-12-12.

【公開講座】

	 1)	 湯川悟 : メタボリックシンドロームと特定健診・特定保健指導 . 栃木産業保健推進センター認定

産業医研修会 , 宇都宮 , 2009-9-10.
	 2)	 高橋　都 : 雨降って地固まる？がん治療後のカップル関係について . 獨協医科大学公開講座「が

ん情報提供の会」, 第11回「リボンの輪」合同講演会 , 壬生町 , 2009-9-12.
	 3)	 松月　弘恵 : 給食品質管理　－トヨタ自動車から学ぶ品質管理－ . 平成21年度兵庫県栄養士会生

涯教育研修会 , 神戸 , 2009-9-12.
	 4)	 高橋　都 : サバイバーシップから死生学を考える . NPO法人Hope★プロジェクト , 東京都 , 2009-

10-25.
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2009-12-10.
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